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新しい視点から蘇る一九六〇年代の学生運動史。 

あの激しかった大学闘争の時代に、お互いの不協和音さえ包み込んで〈前を向いて歩く〉ことを模索 

した若者たちの姿と思想・運動を描く。 

歴史のなかから明日の社会運動の可能性を拓いていく一冊。 

〈著者紹介〉河西英通（かわにし ひでみち）：1953年生まれ、広島大学名誉教授。歴史学専攻。 

 

～版元から～ 一九六〇年代において、若者たちの運動はいかなる意味を持っていたのでしょうか。従来の新左翼・全共闘を中心 

とする歴史像の超克をめざしながら、単純に共産党・民主青年同盟系の運動を対置させるのではなく、民青系を中心にしながら、 

敵対・競合ではなく接近・結合していた回路を探り、〈長い一九六〇年代〉の青年学生運動史を再描写します。膨大な一次資料と対峙し、 

六〇年前後の民青革新運動から七〇年代初めの新日和見主義事件までを遠望して、その運動像と可能性を検証。〈分裂を克服〉し 

〈真の複数主義〉に立ち、不協和音さえ包み込み〈前を向いて歩く〉ことを模索した若者たちの姿に明日を見い出していきます。
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